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住み続ける平屋
ー仕事と生活を共にする住宅ー



 背景・目的

　住宅には、外乱から身を守る基本的な役割に加え、

安らげる空間という役割がある。さらに、新型コロ

ナウイルス感染症の流行により近年、住宅には新た

に在宅勤務の場という役割も求められている。しか

し、仕事場としての機能を想定していない従来の住

宅では、様々な問題が生じている。また、在宅勤務

が今後も増加傾向にあると考え、仕事と生活が同じ

場であっても快適に暮らせる環境と今後の在宅勤務

の役割について考える。

[従来 ] [ 未来 ][ 現在 ]

仕事

人との

つながり

仕事と生活が分離
在宅勤務が普及

仕事と生活の場が同じ

仕事場 家

在宅勤務によって従来仕事をしていた場以外に
自分の住む地域 ( 郊外 ) などに発信できる

地域

会社の中での関わり 家族と会社の関わり

将来を担う
子どもたち

家族 家族

地域会社 会社

家族、会社、地域とつながる

家族、会社、地域とつながりを持てる住宅が普及すれば、より郊外に住みやすくなり、

その土地に住み続ける人も増えると考えられる。

 家族構成
○4人家族

30 代

会社員

通勤は週 2日

在宅勤務中心

父

母

息子 娘

30 代

主婦

将来的に料理教室

を開きたい

5歳

幼稚園児

3 歳

幼稚園入学前

外観イメージ



room2
外と内を兼ね備える中間領域のような役割。

room1・room2
2 部屋をつなげた時のイメージ。

土間から中庭のつながり。人が集まる。

キッチン
広々とした関わりやすい空間。

○周りの人々とつながりやすく、長く住み続けられる住宅

○仕事場を複数設ける。
○引き戸を活用する。
○地域からの視線が届くようにする。

仕事場仕事場

仕事場仕事場仕事場

離れ 母屋

音
集中力

視線
家族形態の変化に対応でき、
長く快適な暮らしができる 地域からの目が届く

互いに影響し合える

 コンセプト

 敷地設定

 ダイアグラム ( 空間構成 )

・可児市から名古屋まで電車で約 1時間。

・駅や学校、生活利便施設が整っている。

・自然が適度に残り、子育てに適する。

　老後も落ち着いた暮らしが可能と考えられる。

・西側はニュータウンとの境界である林の傾斜地。

　→この林が宅地となる可能性は低く、

　　長期にわたり自然環境が確保できると想定。

約 40 ㎞

○岐阜県可児市矢戸

駅駅駅駅駅
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対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地対象敷地

中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校 小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校

周辺環境に大きな変化が生じにくい。
↓

長い時間快適に暮らすことが可能。

（傾斜地）（傾斜地）

敷地

道路道路道路道路道路道路道路

小川小川

住宅

日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり日当たり
が良いが良い

交通量は交通量は交通量は交通量は交通量は
やや多いやや多いやや多いやや多いやや多い

木々が揺れて木々が揺れて
風を感じる風を感じる

仕事場のプランを考え、離れを設ける。

切り離すことで ON/OFF の切り替えを促す。

離れ

周辺環境を踏まえ、視線や音などに配慮し

ながら敷地のゾーニングを行う。
各部屋からのつながりや採光を考慮し、

敷地中央に中庭を設ける。

引き戸を多く用いた各部屋を配置する。

その際、離れ以外でも仕事ができるように

母屋にも仕事部屋を設置する。

採光を考慮し、屋根を形成する。

リビング・キッチン
(家族が集まる )

プライベート
(風呂・トイレ )

つながる空間

仕事部屋 パブリック
(玄関 )

中庭

部屋の配置 屋根の形成

母屋

内と外をつなぐ形



2,730 1,200

UP

キッチン

収納

自転車

土間

脱衣所

room1

浴室

WC

room2

デスク

ウォークインクローゼット

(ロフト)

収納

リビング

ダイニング

room3

離れ

SB/収納

ウッドデッキ

+1800

中庭

+200

+200

 配置図兼平面図 1/50

ガラス窓の内側に引き戸を設ける。

引き戸を開けると外からの視線が届き、

引き戸を閉じるとプライバシーを確保できる。

room2 が内と外をつなぐ中間的な空間になる。

A A’

土間
来客を想定し、開放感とプライベート性を兼ね備える。

玄関
土間を広く設計し、アクセスを良くする。

廊下
中庭が各部屋のつながりを生む。

room3・ロフト
視線が行き届く部屋の形。



デスク

脱衣所
風呂

WC

キッチンダイニング

リビング

中庭

デッキ

room1

room2
room3

遮音シート

石膏ボード

吸音板

石膏ボード

机の位置を工夫する
ことで遠隔会議など
の背景の問題を解決

コンセントを多く配置する
(棚の中にも埋め込む )

オフィスのように使用できる
よう小さなシンクを設置

部屋の照明は環境に
合わせるため３色変
化する LED を使用
(デスクの上にも照
明を設置 )

ネットワークが安定するよう
母屋とは別の Wi-Fi を設置する。

身だしなみを整える

水道

鏡

遮音性・防音性の高い素材を使い、
騒音を遮断する。

デスク

植物

棚

子どもの様子を感じながら作業できる。

高い集中力を必要としない作業時に使用。

○離れの機能

　space1: ロフト

 仕事スペース

　space2: 離れ

防音や光の対策をした離れ。

遠隔会議などの集中する作業時に使用。

玄関横の土足で過ごせる土間。引き戸を

閉じると個室となり、打ち合わせや対面

会議に使用できる。

　space3: 土間・room2

地域

集まりやすい
パブリックゾーン

room2 は、外から様子が分かる。

大人が仕事をする様子を見せることで、

子どもにも影響を与える。

仕事で使用しないときは、子どもの遊び

場として利用できる。

土間は工作などにも適している。

料理教室のサブルームとしても使用でき

中庭とのつながりもあるため、地域の人

を招き、つながりができる。

通り通り

X6

X5

Y’ 1 Y’ 2 Y’ 3

 構造計算

壁量充足率が 1.50 を超えるため、

構造の側面からも長く住むことに適している。

  耐力壁   
通り
　　　　壁倍率 壁長 (m)　存在壁量
通り
　　　　壁倍率 壁長 (m)　存在壁量　　　　壁倍率 壁長 (m)　存在壁量　　　　壁倍率 壁長 (m)　存在壁量

 X1 2.0　× 3.64  ＝　　 7.28 X1 2.0　× 3.64  ＝　　 7.28 X1 2.0　× 3.64  ＝　　 7.28 X1 2.0　× 3.64  ＝　　 7.28 X1 2.0　× 3.64  ＝　　 7.28

 X2 2.0　× 1.82  ＝　 　3.64 X2 2.0　× 1.82  ＝　 　3.64 X2 2.0　× 1.82  ＝　 　3.64 X2 2.0　× 1.82  ＝　 　3.64 X2 2.0　× 1.82  ＝　 　3.64

 X3 2.0　× 1.07  ＝　 　2.14 X3 2.0　× 1.07  ＝　 　2.14 X3 2.0　× 1.07  ＝　 　2.14 X3 2.0　× 1.07  ＝　 　2.14 X3 2.0　× 1.07  ＝　 　2.14

 X4 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X4 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X4 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X4 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X4 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82

 X5 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X5 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X5 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X5 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82 X5 2.0　× 0.91  ＝　 　1.82

 X6 2.0　× 6.35  ＝　　12.70 X6 2.0　× 6.35  ＝　　12.70 X6 2.0　× 6.35  ＝　　12.70 X6 2.0　× 6.35  ＝　　12.70 X6 2.0　× 6.35  ＝　　12.70

合計    　 29.40合計    　 29.40

  耐力壁

　　　 壁倍率 壁長 (m)  存在壁量
通り
　　　 壁倍率 壁長 (m)  存在壁量　　　 壁倍率 壁長 (m)  存在壁量

 Y1　　2.0  × 5.20　＝ 　　10.40 Y1　　2.0  × 5.20　＝ 　　10.40 Y1　　2.0  × 5.20　＝ 　　10.40 Y1　　2.0  × 5.20　＝ 　　10.40

 Y2　　2.0  × 0.91　＝    　1.82 Y2　　2.0  × 0.91　＝    　1.82 Y2　　2.0  × 0.91　＝    　1.82 Y2　　2.0  × 0.91　＝    　1.82

 Y3　　2.0  × 1.82　＝    　3.64 Y3　　2.0  × 1.82　＝    　3.64 Y3　　2.0  × 1.82　＝    　3.64 Y3　　2.0  × 1.82　＝    　3.64

 Y4　　2.0  × 2.90　＝   　 5.80 Y4　　2.0  × 2.90　＝   　 5.80 Y4　　2.0  × 2.90　＝   　 5.80 Y4　　2.0  × 2.90　＝   　 5.80

 Y'1　 2.0  × 3.64　＝   　 7.28 Y'1　 2.0  × 3.64　＝   　 7.28 Y'1　 2.0  × 3.64　＝   　 7.28 Y'1　 2.0  × 3.64　＝   　 7.28

 Y'2　 2.0  × 7.28　＝   　14.56 Y'2　 2.0  × 7.28　＝   　14.56 Y'2　 2.0  × 7.28　＝   　14.56 Y'2　 2.0  × 7.28　＝   　14.56

 Y'3 　2.0  × 0.91　＝    　1.82 Y'3 　2.0  × 0.91　＝    　1.82 Y'3 　2.0  × 0.91　＝    　1.82 Y'3 　2.0  × 0.91　＝    　1.82

合計   　　45.32合計   　　45.32

床面積 (㎡ )床面積当たりの必要壁量 (㎝ / ㎡ )　必要壁量床面積 (㎡ )床面積当たりの必要壁量 (㎝ / ㎡ )　必要壁量床面積 (㎡ )床面積当たりの必要壁量 (㎝ / ㎡ )　必要壁量

148.97　× 　　　             11    ＝  1638.67(㎝)148.97　× 　　　             11    ＝  1638.67(㎝)148.97　× 　　　             11    ＝  1638.67(㎝)

   　　　　　　　   ＝    16.39(m)   　　　　　　　   ＝    16.39(m)

方向　必要壁量 (m) 存在壁量 (m) 壁量充足率        判定方向　必要壁量 (m) 存在壁量 (m) 壁量充足率        判定方向　必要壁量 (m) 存在壁量 (m) 壁量充足率        判定方向　必要壁量 (m) 存在壁量 (m) 壁量充足率        判定方向　必要壁量 (m) 存在壁量 (m) 壁量充足率        判定方向　必要壁量 (m) 存在壁量 (m) 壁量充足率        判定

　X　　　16.39       29.40　　　1.793  　≧1.00  ○　X　　　16.39       29.40　　　1.793  　≧1.00  ○　X　　　16.39       29.40　　　1.793  　≧1.00  ○　X　　　16.39       29.40　　　1.793  　≧1.00  ○　X　　　16.39       29.40　　　1.793  　≧1.00  ○　X　　　16.39       29.40　　　1.793  　≧1.00  ○

　Y　　　16.39       45.32　　　2.765  　≧1.00　○　Y　　　16.39       45.32　　　2.765  　≧1.00　○　Y　　　16.39       45.32　　　2.765  　≧1.00　○　Y　　　16.39       45.32　　　2.765  　≧1.00　○　Y　　　16.39       45.32　　　2.765  　≧1.00　○　Y　　　16.39       45.32　　　2.765  　≧1.00　○



room3 をオープンにし、リビングと一体化することで、広いスペー
スができる。広い動線と見晴らしが確保でき、子育てに向く。
また、room2 を家族以外の人との交流の場とすることができる。
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ロフトロフト
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離れ

中庭

デッキ

子ども部屋

夫婦寝室

子ども部屋
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中庭

デッキ

料理教室
夫婦寝室

room2

趣味部屋
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○夫婦　30 代 ( 子どもが幼児期 ) ○夫婦　40 ～ 50 代 ( 子どもが中高生 ) ○夫婦　60 代 ( 子どもが独立 )

子どもの遊び場

寝室
子ども部屋

リビングの延長
交流

壁を設け、
プライバシーを確保

room2

交流

子どもが成長し、プライベートの確保が必要になる。

room1、room2、room3 を全て閉じ、夫婦寝室と子ども部屋として

使用する。

キッチン、ダイニング、リビングで家族団らんを促す。

夫婦だけで過ごす時には、夫婦だけの時間や個人の趣味の時間が

多くなる。妻が料理教室を開催できるように、土間からキッチン

へ繋がる広く集まりやすい場にする。room1 はプライバシーを守

り、room2 はオープンとしてもクローズとしても利用できる。

 部屋の構成

・岐阜県の東農地区を産地とする国産材

・伊勢神宮の式年遷宮で御神木として使用された。

・年輪幅が細かく均一で芯が円心近い。

・材質はピンク色で艶がある。

・香り高い

・木目の美しさ、粘りの良さ

地元産の木材を使用し、地産地消を促進する。

環境に配慮し、地元経済の活性化につなげる。

(参考 )
http://tono-hinoki.jp/hinoki_sugi

 東濃ひのき

東濃ひのきの特徴

 A-A’断面図 1/50

GL
1FL

最高高さ

リビング
土間

room2

中庭
ウッドデッキ

ロフト

夏至
春分・秋分

冬至

中庭を設けることで太陽の光を取り入れることができる。太陽高度の低い冬至の太陽光が届くように中庭の広さを設ける。


